
全国銀行協会

カードご利用のお客さまへ

預金等の分類 保護の範囲

決済用預金 当座預金・利息のつかない普通預金等 全額保護（恒久借置）

一般預金等 利息のつく普通預金・定期預金・定期積金・元本補てんの
ある金銭信託（ビッグなど）等 合算して元本1,000万円までとその利息等を保護（注３）

預金保険の対象
外預金等（注２）

外貨預金、元本補てんのない金銭信託（ヒットなど）、金融債
（保護預り専用商品以外のもの）等 保護対象外（注４）
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お客さまに適切な商品・サービスを
ご提供するために

勧誘方針

私たちは、お客さまから信頼を託された者（フィデューシャリー）として、高い専門
性を持ち、広く社会のルールを遵守するとともに、お客さまの喜びや幸せに最大の
価値を置き、真にお客さまのためとなる質の高い金融サービスを継続的に提供します。

１．お客さまの金融知識、金融取引のご経験、保有されているご資産やご購入の目的などに照ら
して、適切な情報提供を行い、お客さまにふさわしい商品・サービスの提供をいたします。

２．お客さまの判断と責任においてお取引いただくためのお役に立てるよう、商品内容、取引
内容及びリスクの適切な説明を行います。

３．商品・サービスの利点だけでなく、リスクや手数料その他の費用など重要な情報について
も、お客さまに十分ご理解いただけるよう分かりやすく適切な説明をいたします。

４．事実と異なる説明はもとより、不確実な事項について断定的な説明を行うなど、お客さま
の誤解を招くおそれのある情報を提供することはいたしません。

５．銀行法その他の法令諸規則等に則った行内規則等を整備し、適正な勧誘を行います。

６．商品・サービスの説明をさせていただくに際し、お客さまのご希望に沿った方法やご都合に
合わせた時間帯や場所等のご意向をふまえるとともに、利便性の向上にも努めてまいります。

７．お客さまの信頼におこたえするため、内部管理体制を充実させるとともに、最善の商品・
サービスを提供していくため、適正な評価・報酬体系のもと、役職員の知識・スキルの向上
に継続的に取組んでまいります。

８．お客さまからの苦情、要望に誠実に対応し、改善に努めます。

預金保険制度により、当座預金や利息のつかない普通預金は「決済用預金」として全額保護
され、定額預金や利息のつく普通預金などは１金融機関につき預金者１人当たり、元本1,000万円
までとその利息等が保護されます。

（注１）預金保険の対象となっている預金等は次のとおりです。
当座預金、普通預金、別段預金、定期預金、通知預金、納税準備預金、貯蓄預金、定期積金、掛金、元本補てん契約のある金銭信託
（ビッグ等の貸付信託を含む）、金融債（ワイド等の保護預り専用商品に限る）、前記を用いた積立・財形貯蓄商品

（注２）預金保険の対象となっていない預金等は次のとおりです。
外貨預金、譲渡性預金、オフショア預金、日本銀行からの預金（国庫金を除く）、金融機関からの預金（確定拠出年金の積立金
の運用部分を除く）、預金保険機構からの預金、無記名預金、他人・架空名義預金、導入預金、元本補てん契約のない金銭信託
（ヒット等）、金融債（保護預り専用商品以外のもの）

（注３）1,000万円を超える部分であっても破たんした金融機関の財産の状況に応じて支払われます（一部カットされる場合があり
ます）。

（注４）保護されない預金等であっても破たんした金融機関の財産の状況に応じて支払われます（一部カットされる場合があります）。

〇銀行（日本国内に本店のあるもの）　〇信用金庫　〇信用組合　〇労働金庫　〇信金中央金庫　〇全国信用協同組合連合会
〇労働金庫連合会　〇ゆうちょ銀行　○商工組合中央金庫

※農協、漁協、水産加工協等の系統金融機関は、別途、農水産業協同組合貯金保険制度に加入しています。

預金保険機構 TEL.03（3212）6029、各財務局または金融機関の窓口にお問い合わせください。

預金保険制度のご案内

預金保険対象商品と保護の範囲は？

預金保険制度に加入している金融機関は？

もっと詳しく知りたい方は？

全国銀行協会金融庁・預金保険機構

当窓口で取扱っている信託商品、証券商品
（投資信託、金融商品仲介業務、投資一任
（ファンドラップ）契約締結代理業務により
お取引いただく有価証券など）および保
険商品について、次の点にご留意いただき

ますようお願いいたします。

■信託商品は、元本補てんの契約をしておりません。

■元本補てんの契約をしていない信託商品、証券商品および保険商品は預金では
なく、預金保険の対象ではありません。
また、当行に預託いただく証券商品は、投資者保護基金による一般顧客に対する
支払いの対象ではありません。
なお、金融商品仲介業務によりお取引いただく有価証券の管理は、委託証券会社
の指定する方法により取扱い、投資者保護基金による支払いの対象となります。

■元本補てんの契約をしていない信託商品、証券商品および保険商品は、払込み
いただいた金額が保証されている商品ではありません。

■元本補てんの契約をしていない信託商品、証券商品および一部の保険商品の
運用による損益は、信託商品、証券商品および保険商品を購入されたお客さま
（信託商品の場合は受益者）に帰属いたします。

■金融商品仲介業務の契約の主体は委託証券会社、投資一任（ファンドラップ）契
約締結代理業務の契約の主体はりそな銀行となります。

お手もとの預金口座に関するお知らせ
お手もとに長い間ご使用になっていない普通預金通帳、または、満期日を過ぎて
いるにもかかわらず長い間そのままになっている定期預金の通帳、証書はござい
ませんか。
普通預金通帳では、ご預金残高が「0」になっていても、お預け入れ期間中のお利息
がついている場合もあります。
もし、そうした通帳、証書がございましたら、おついでの際に窓口へご持参ください。

〇カードは、預金通帳やお届け印と同様、非常に大切なものです。
万一、盗難にあわれたり、紛失された場合には、ただちに、お取引店にご連絡
ください。

〇暗証番号は、他人に知られないよう、十分ご注意ください。
とくに、暗証番号を記載したメモや、暗証番号を推測される手がかりとなるものは、
カードと一緒に保管しないでください。

〇カードの利用明細票は、必ずお持ち帰りください。

〇銀行員などが店舗外や電話等でカードの暗証番号をお尋ねすることはあり
ません。
ご不審の場合には、すぐに、お取引店にご照会ください。

〇総合口座（普通預金に定期預金がセットされた口座）の場合には、普通預金の
残高がなくても現金が引き出されてしまうことがあります。

〇また、ＡＴＭは、窓口の営業時間外も稼働しておりますので、盗難等の場合には、
ただちに、お取引店にご連絡ください。

普通預金および貯蓄預金のご利用の停止等に係る期間について

　一定の期間ご利用のない普通預金口座、貯蓄預金口座については、不正に入手されたうえ犯罪
に利用される事例が見受けられます。このため、普通預金および貯蓄預金のお取引、および
キャッシュカードのご利用につきましては、次の期間、お客さまによるご利用のない場合には、
預金取引を停止または預金口座を解約させていただく場合がありますので、お手元に長い間
ご使用になっていない通帳・カードがございましたら、ご確認ください。
　なお、預金取引が停止された預金口座について改めてご利用を希望される場合には、該当の
通帳、お届け印および運転免許証等の本人確認書類をご持参のうえ、窓口へお申出ください。
また、解約させていただいた預金口座に残高がございました場合には、当行所定の手続きに
よりお支払いいたしますので、窓口へお申出ください。

◆預金取引のご利用が停止となる場合がある口座
◎ 残高1,000円未満で、５年以上預入れまたは払戻しのない預金口座
　上記の預金口座につきましては、お取引を停止させていただくことがあります。
　なお、この場合、預入れ・払戻しのほか、振込入金、口座引落し等ができなくなります。

◆預金口座が解約となる場合がある口座
◎ 残高にかかわらず、10年以上預入れまたは払戻しのない預金口座（決算利息の入金を除きます。）
　上記の預金口座につきましては、お取引を解約させていただくことがあります。

◆キャッシュカードのご利用ができなくなる場合がある口座
◎ 残高1,000円未満で、３年以上預入れまた払戻しのない預金口座
　上記の預金口座につきましては、カードのご利用を停止させていただくことがあります。

〇ご不明な点は、窓口へお問い合わせください。
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